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行 政 相 談
役所のしごとのことで、困った
ことや苦情、そのほかご意見があ
りましたら、どしどしお寄せくだ
さい。専門の行政相談員がお受け
しています。
毎月第2木曜日・午後1時～4時
区役所本庁舎( 1 階) 区民相談室

4
9年
度
予
算
案
よ
り

新
年
度
の
お
も
な
事
業

環
境
・
教
育
・
福
祉
を
重
点
に

昭
和
匹
十
九
年
度
足
立
区
予
算
案
が
こ
の
た
ぴ
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
予
算
は
、

「
是
か
で
詞
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
足
立
区
」
を
実
現
す
る
た
め
の
、
重
点
施
策
を
打
出

し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
ぶ
皎
会
計
予
算
は
、
前
年
当
初
に
く
ら
べ
、
五
二
・
一
%

増
の
三
百
五
十
六
億
三
千
六
百
十
二
万
円
と
大
き
な
も
の
に
な
り
、
こ
の
う
ち
民
生
費
が

三
三
・
九
%
、
教
育
費
が
三
一
・
七
%
を
占
め
る
榻
祉
・
教
育
型
予
算
に
な
り
ま
し
た
。

区
政
三
本
の

柱
を
中
心
に

昭
和
四
十
九
年
度
予
算
は
、
で
き
る

だ
け
経
常
経
費
の
節
減
に
男
力
す
る
と

と
も
に
、
長
期
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
　

「
区
政
三
本
の
柱
」
(
生
听
環
禰
の
整

備
・
青
少
年
の
健
全
育
成
・
社
会
福
祉

の
充
実
)
を
中
心
に
、
緑
化
事
業
の
推

進
、
防
災
対
策
の
拡
充
、
林
間
学
園
の

建
設
、
‘
特
殊
学
級
等
の
設
置
、
心
身
障

害
者
(
児
)
対
策
、
老
人
・
児
童
福
祉

対
策
の
充
実
な
ど
の
事
業
が
予
算
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
区
民
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
広
報
の
充
実
、
窓
ロ
サ
ー

ビ
ス
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
設
置
な
ど
も

予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
案
は
、
今
開
催
中
の
区
磁

会
で
可
決
さ
れ
ま
す
と
、
昭
和
四
十
九

年
度
予
算
と
し
て
執
行
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
一
般
会
計
予
算
案
の
お

も
な
新
規
事
業
に
つ
い
て
、
ご
脱
明
し

ま
し
ょ
う
。

生
活
・
環
境

緑
化
を
進
め
る

都
市
化
が
進
み
、
縁
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
足
立
区

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め

区
で
は
、
緑
の
保
護
と
緑
を
と
り
も
ど

す
た
め
、
植
木
市
の
開
催
、
苗
木
の
配

布
、
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置
、緑
遠

新
般
、保
護
樹
林
・
樹
木
の
指
定
助
成

な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
よ
う
に
予

算
を
組
み
ま
し
た
。

防
災
対
策

災
害
の
被
害
を
最
小
に
と
ど
め
る
に

は
、ふ
だ
ん
か
ら
の
備
え
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、区
で
は
、防
災
用
貯
水
槽
設

置
(
五
十
年
ま
で
に
十
六
か
所
)
、飲

料
水
用
ろ
逸
徴
の
購
入
、区
民
防
災
組

嫌
の
育
成
、備
蓄
倉
庫
鏤
設
な
ど
に
予

算
を
組
み
、防
災
対
策
に
力
を
い
れ
て

い
ま
す
。

自
転
車
置
場
を

作
り
ま
す

通
勤
・
通
学
の
た
め
に
利
用
し
て
い

る
自
転
車
が
、
駅
前
に
雑
然
と
並
ん
で

い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。こ
れ
は

歩
行
者
に
迷
惑
を
か
け
る
ぱ
か
り
で
な

く
、美
観
を
そ
こ
ね
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、区
で
は
手
始

め
と
し
て
、綾
瀬
駅
前
(
高
架
下
)
に

千
五
百
台
を
収
容
で
き
る
自
転
車
置
場

を
設
置
し
ま
す
。ま
た
、東
武
線
の
各

駅
に
つ
い
て
も
交
渉
中
で
、早
急
に
実

現
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

福

祉

心
身
障
害
者
(
児
)
の

体

育

祭

日
頃
、恵
ま
れ
な
い
心
身
障
害
者
　

(
児
)
の
方
に
、秋
空
の
下
で
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
、
楽
し
く
一
日
を
過
ご
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
仙
」
'
で
す
。

ゼ
ロ
歳
児
保
育
の

年
齢
引
下
げ

現
在
は
、
八
か
月
以
上
の
乳
児
か
ら

保
育
し
て
い
ま
す
が
、
六
か
月
以
上
の

乳
児
に
引
下
げ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
ご
二
敬
以
上
の
園
児
に

も
、
週
二
回
牛
乳
を
支
給
し
ま
す
。

ろ
う
あ
者
の
方
に

ビ
デ
オ
の
広
報

い
ま
ま
で
の
広
報
は
、
「
区
の
お
知

ら
せ
」
・
「
声
の
お
知
ら
せ
」
で
し
た

が
、
今
年
か
ら
「
ビ
デ
オ
広
報
」
を
行

な
い
ま
す
。
こ
れ
は
手
話
を
ビ
デ
オ
に

撮
り
、
こ
れ
を
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
に
映

し
出
す
も
の
で
月
二
回
発
行
し
ま
す
。

教

育

林
間
学
園
をも

う
一
つ

現
在
、
林
間
学
闘
は
日
光
に
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
区
内
の
児
重
・
生
徒
が

増
え
た
た
め
、
山
中
湖
畔
に
林
間
学
園

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
だ
ち
教
室
を

開
設
し
ま
す

特
殊
学
級
を
卒
業
し
た
方
の
た
め
、

社
会
教
育
の
場
と
し
て
「
あ
だ
ち
教

室
」
を
開
設
し
ま
す
。

文
化
財
を
大
切
に

区
内
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
保
護
す
る
た
め

調
査
を
し
た
り
、
遺
跡
な
ど
の
願
彰
を

行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
足
立
区
に
ゆ
か

。り
の
深
い
松
尾
芭
魚
の
俳
文
碑
を
建
て

る
な
ど
し
ま
す
。

そ

の

他

窓
ロ
サ
ー
ビ
ス

各
出
張
所
に
、
身
体
陣
害
者
の
方
の

た
め
、呼
び
出
し
ベ
ル
を
取
付
け
た
り
、

お
年
寄
り
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

老
眼
鏡
を
置
き
ま
す
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
す

消
費
者
の
方
々
の
相
談
を
受
け

た

り
、
洌
費
者
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
の

場
と
し
て

、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
ま
す
。

年々すすむ学校建設

4 月に小学校
2校オープン

年
々
宅
地
化
が
進
む
足
立
区
で
は
、

人
口
の
増
加
に
伴
い
、
各
租
の
施
設
の

建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
学
重
歎
の
増
加
に
つ

な
が
り
、学
校
の
新
築
・
増
築
が
急
が

れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、区
で
は
、

毎
年
学
校
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

新
学
期
を
迎
え
て
、二
つ
の
学
校
が
誕

生
し
ま
す
。

新
し
く
で
き
る
学
校
は
、中
島
根
小

学
校
と
桑
袋
小
学
校
の
二
校
で
、こ
の

結
果
、区
立
学
校
数
は
小
学
校
六
十
九

校
、中
学
校
二
十
七
校
、合
計
九
十
六

校
と
な
り
ま
す
。

規
模
・
通
学
区
域

新
設
さ
れ
る
学
校
は
、次
の
と
お
り

で
す
。(
学
校
名
・
所
在
地
・
児
童
生

徒
数
・
学
級
数
の
順
)

中
島
根
小
学
校

(
鳥
根
二
丁
目
九
一
二
二
)

三
百
三
十
一
名
・
十
二
学
級

通
学
区
域
=
・
鳥
根
二
丁
目
(
全
域
)

・
六
月
一
丁
目
(
一
?
九
番
)

桑
袋
小
学
校

(
花
畑
町
五
六
二
一
番
地
)

一
畆

九
名
・
十
一
学
級

通
学
区
域
・
=花
畑
町
五
六
〇
〇
番
地

以
降
(
毛
長
堀
以
北
)

上　 すっかり準備も整った桑袋小学校

下　 工事も急ピッチ中島根小学校

車イスをご利用の方へ

区役所にスロープ完成
か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
が

車
イ
ス
に
乗
っ
た
ま
ま
で
、

区
役
所
の
窓
口
で
各
種
の
手

纃
き
が
で
き
る
よ
う
、
本
庁

舎
玄
関
の
ス
、ロ
ー
プ
化
工
事

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。(
写

耳
)こ

れ
に
伴
っ
て
、入
口
を

自
助
ド
ア
に
し
、ト
イ
レ
も

改
善
し
ま
し
た
。車
イ
ス
を

ご
利
用
の
方
、お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
張
所
に
つ
い
て

は
、
東
綾
瀬
出
張
所
・
十
三

出
張
所
分
室
・
新
設
の
十
七

出
張
所
分
室
は
、
車
イ
ス
の

ま
ま
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

他
の
出
張
所
に
は
、四
十

九
年
度
中
に
呼
出
し
ベ
ル
を

取
付
け
、こ
れ
を
押
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、係
員
が
ご
案

内
し
ま
す
。

そ
の
他
の
施
段
も
随
時
改

善
し
て
い
く
予
定
で
す
。休日の急病には

休日診療所

区
で
は
、足
立
区
医
師
会
の
協

力
で
休
日
診
一
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

休
日
診
療
は
急
病
の
方

の
た
め
の
も
の
で
す
。そ

れ
以
外
の
方
は
前
日
か
翌

日
に
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
閔
を
ご
利
用
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

□
千
住
休
日
診
療
所
(
千

住
仲
町
一
五
　
足
立
区

医
師
会
館
五
階
)
　
(

七
〇
I
○
四
六
一

□
綾
瀬
休
日
診
療
所
(
東
綾
瀬
一

丁
目
五
-
一
七
　
東
部
区
民
褊

祉
セ
ン
タ
ー
地
内
)
　

架
設
中

□
竹
の
塚
休
日
診
療
所
(
竹
の
冢

二
丁
目
二
五
-
ニ
ー

教
弯
セ
ン
タ
ー
一
階
東

側
)
　
(
五
〇
-
(
(

〇
一

▼
診
療
を
行
な
う
日

日
曜
日
・
国
民
の
祝
日

・
祝
日
が
日
曜
日
の
鳩

合
そ
の
翌
日

▼
診
療
時
間
　
各
診
療

所
と
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
(
た
だ

し
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
は

昼
休
み
で
す
)

センター・児童館・老人館だよ り
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
ター
　
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
老
人
無
料
健
康
相
談
…
二
月
二
十
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

■
七
宝
焼
教
室
=
・
三
月
二
十
日
(
水
)
午
後
一
時
材
料
費
五
百
円

か
ら
　
■
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
=
一
三
月
二
十
三
日
(
土
)
午
後

一
時
材
料
費
六
百
五
十
円
　
■
つ
ま
み
画
教
室
=
・
三
月
二
十
七
日

(
水
)
午
後
一
時
材
料
費
千
円
　
■
コ
ー
ラ
ス
の
つ
ど
い
…
三
月

二
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
　
■
子
ど
も
映
画
会
・
・
・
三
月
二
十
七
日

(
水
)
午
後
二
時
　
■
書
道
教
室
募
集
　
受
付
は
四
月
二
日
か
ら
。

定
員
五
十
名
　
費
用
は
無
料

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
(
九
一
四
六
六
一

■
お
年
寄
り
の
教
室
案
内
　
四
月
か
ら
九
月
ま
で
閠
一
講
す
る
各
租
教

室
の
受
講
説
明
会
を
四
月
五
日
午
前
十
一
時
よ
り
行
な
い
ま
す
。受

講
希
望
者
は
時
間
ま
で
に
セ
ン
タ
ー
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。当
日
抽

せ
ん
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。
■
卓
球
大
会
・三

月
二
十
七

臼
(
水
)
　

申
込
は
三
月
二
十
日
よ
り
事
務
室
で
受
怦
け
ま
す
。

■
無
料
健
康
相
談
・・・
三
月
二
十
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
九
七
-
五
〇
一
六

■
ス
ラ
イ
ド
と
紙
し
ば
い
・
・
・
三
月
二
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時
　
■

新
入
学
進
学
児
童
祝
い
会
　
三
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十

分
　
■
お
話
を
き
い
て
え
を
か
こ
う
・
=
三
月
二
十
七
日
(
水
)
・
三

十
日
(
土
)
午
後
二
時
　
■
子
ど
も
映
画
会
・
・
・
三
月
三
十
一
日
(
日
)

午
後
二
時
三
十
分
―
「
蛙
に
な
っ
た
お
ひ
め
さ
ま
」
ほ
か

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
八
二
-
二
七
六
五

■
お
年
寄
り
の
行
事
　
映
画
会
:
三
月
二
十
三
日
(
土
)
午
前
十
時

三
十
分
I
『
右
門
捕
物
帳
』
　
い
け
花
教
室
会
員
募
集
・
:
三
月
二
十

二
日
(
金
)
か
ら
受
付
　
定
員
四
十
名
　
■
木
の
棒
細
工
・
・
・
三
月
二

十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
　
■
春
休
み
マ
ン
ガ
映
画
会
…
二
月
二
十

四
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
・
午
後
一
時
三
十
分
-
『
巨
人
の
星
』
■

お
弁
当
会
・
…
二
月
三
十
一
日
(
日
)
・・・
午
前
十
一
時
三
十
分
　
■

子
ど
も
映
画
会
…
二
月
三
十
一
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

<
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
>

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　
　
(
九
七
上
(
九
四
(

■
人
形
劇
・
・
・
三
月
二
十
六
日
(
火
)
午
後
一
時
-
劇
団
パ
ン
ダ
「ラ

イ
オ
ン
の
玉
の
り
」
「
が
い
こ
つ
の
匐
ど
り

」　
満
員
の
と
き
は
入

場
を
お
こ
と
わ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
啻
九
一
二
-
三
四
ニ
ー

■
児
童
館
の
催
し
　
子
ど
も
会
議
・
・
・
三
月
二
十
三
日
(
土
)
午
後
二

時
　
音
楽
家
室
・
:
三
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前
九
時
四
月
以
降
の

生
徒
も
募
集
中
　
映
画
会
・
…
二
月
三
十
一
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

■
老
人
館
の
催
し
　
舞
踊
練
習
・
:
三
月
二
十
七
日
(
水
)
午
前
十
時

茶
道
教
室
(
定
員
十
名
)
・
華
道
教
室
(
定
員
一
一
十
名
)
募
集
中
・
‘
・

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
【
五
〇
一
二
六
】
七

■
趣
味
の
教
師
　
生
花
教
室
・
:
四
月
?
七
月
(
計
十
一
面
)
金
一
日

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

材
料
費
約
三
百
円
　
は
さ
み
・
雑
巾
持
参

■
お
年
寄
り
の
教
室
　
生
花
教
室
…
四
月
～
九
月
(
計
十
二
回
)

水
皿
日
　
午
前
十
時
か
ら
　
俳
句
教
室
…
四
月
?
九
月
水
曜
日
午

後
二
時
か
ら

定
員
は
各
教
室
と
も
二
十
名

【
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
】

<
各
施
設
と
も
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
>

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉福務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

子
ど
も
の
健
康
管
理

じ
ょ
う
ぶ
な
か
ら
だ
の
持
主
に

よ
く
言
わ
れ
る
言
葉
に
「
健
全
な

か
ら
だ
に
健
全
な
精
神
か
≒
か
ら
だ

が
賢
本
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

い
く
ら
頭
が
よ
く
勉
強
が
で
き
て
も

か
ら
だ
が
弱
く
て
は
何
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
が
"
じ
ょ

う
ぷ
な
か
ら
だ
の
持
主
"
に
な
る
よ

う
に
と
、
子
ど
も
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

去
る
二
月
十
五
日
、
足
立
区

健
康
優
良
児
の
表
彰
式
が
区
役

所
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
健
康

優
良
児
に
な
る
に
は
、
単
に
か

ら
だ
が
大
き
い
だ
け
で
は
駄
目

で
す
。か
ら
だ
の
バ
ラ
ン
ス
・
か

ら
だ
に
合
っ
た
健
康
・
還
助
能
力
な

ど
を
総
合
し
て
決
め
ま
す
。
こ
と
し

の
健
康
優
良
児
の
な
か
に
は
、
東
京

都
代
表
に
選
ば
れ
た
前
田
修
君
(
千

舜
第
一
小
・
写
真
)
が
い
ま
し
た
。前

田
君
と
前
田
君
の
お
母
さ
ん
に
健
康

管
理
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
行
な
う

「
別
に
こ
れ
と
い
っ
た
健
康
管
理

は
し
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。
手
の
か

か
ら
な
い
子
ど
も
で
、
子
ど
も
の
白

主
性
に
ま
か
せ
て
い
ま
す
。
食
べ
物

は
何
で
も
食
べ
ま
す
ね

」
「
ポ
ク
の

好
物
は
果
物
。
好
き
攤
い
は
な
く
何

で
も
食
べ
る
よ
。
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き

で
、
特
に
陸
上
競
技
が
好
き
だ
な
」

「
手
の
か
か
ら
な
い
子
ど
も
に
」

青
っ
た
の
は
、
お
母
さ
ん
が
う
る
さ

く
小
言
な
ど
を
言
わ
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
お
母
さ
ん
は
こ
う
も
言
い
ま

す
。
「子
ど
も
が
自
分
を
よ
く
見
つ

め
、
み
す
か
ら
健
康
増
進
を
図
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
ね
」
こ
れ
が
具
体
的

に
は
、
ス
ポー
ツ
好
き
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

次
に
足
立
区
学
校
医
会
々
長
石
井

康
先
生
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

積
極
保
健
の
す
す
め

「
子
ど
も
は
新
陳
代
謝
が
盛
ん
で

成
長
す
る
た
く
ま
し
い
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。
親
は
そ
れ
を
忘
れ
て
い
る

た
め
、
過
保
謾
に
お
ち
い
り
が
ち
で

す
ね
」
と
黼
の
過
保
健
を
批
判
し
、

積
極
保
健
を
勧
め
て
い
ま
す
。
積
極

保
健
と
は
、
単
に
病
気
か
ら
か
ら
だ

を
守
る
の
で
は
な
く
、
痢
気
に
な
ら

な
い
体
力
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で

す
。
「
子
ど
も
に
厚
着
を
さ
せ
る
の

は
よ
く
な
い
」
と
例
を
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
は
大
人
よ
り
う
す
着

に
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。
祟
さ
に

鍜
え
ら
れ
た
強
い
皮
膚
を
持

。
た
か

ら
だ
は
、
痢
気
に
対
し
て
も
抵
抗
力

を
持
ち
ま
す
。
実
際
に
千
寿
小
学
校

で
は
、
真
冬
で
も
男
子
は
半

ズ
ボ

ン
・
女
子
は
ス
カ
ー
ト
と
い
う
、
う

す
着
運
動
を
衍
な
い
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

疲
労
を
恐
れ
る
な

「
疲
労
は
明
日
の
健
康
の
濂
」
と

い
い
、
疲
労
を
そ
れ
ほ
ど
敬
遠
す
る

必
要
は
な
い
そ
う
で
す
。
親
は
、
運

助
さ
せ
る
と
疲
れ
る
か
ら
と
、
運
助

を
制
限
す
る
風
潮
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
無
用
と
の
こ
と
。
か
と
い
っ

て
疲
労
を
蓄
積
し
て
は
駄
目
で
す
。

数
日
間
の
う
ち
に
は
取
り
除
い
て
、

疲
労
か
蓄
積
し
な
い
よ
う
に
心
が
け

る
こ
と
で
す
。

健
康
観
察

「
健
康
覿
察
の
く
せ
を
つ
け
る
こ

と
も
必
要
で
す
」
子
ど
も
が
自
分
で

積
極
的
に
自
分
の
健
康
を
観
察
す
る

よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
熟
が
あ

る
・
顔
色
が
悪
い
ま
ま
学
校
へ
行
く

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
普
段
か
ら
異

常
に
気
づ
く
よ
う
習
慣
づ
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
の
気
づ
か
な
い
こ

と
は
親
も
見
て
や
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

子
ど
も
が
じ
ょ
う
ぶ
な
か
ら
だ
を

持
ち
、
毎
日
を
明
る
く
過
ご
せ
る
よ

う
親
子
で
健
康
に
つ
い
て
改
た
め
て

考
え
ま
し
ょ
う
。

足
立の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
4
3
)

―
―
千
住
四
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
四
―
―

勝
山
準
四
郎

長
円
寺
の
山
門
を
く
ぐ
っ
て
す
ぐ
左
手
の
小
さ

な
お
堂
が
魚
一
鰛
音
堂
で
あ
る
。
五
〇
セ

‘ン
チ
程

の
可
愛
い
石
造
の
観
音
様
で
あ
る
。
右
手
に
は
そ

の
名
の
よ
う
に
魚
籃
を
提
げ
て
い
る
。
今
は
こ
う

し
て
寺
の
中
に
杞
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
観

音
様
は
隣
接
氷
川
神
社
の
御
神
体
で
あ
っ
た
。
風

f
記
稿
氷
川
社
の
項
に
「町
の
鎮
守
な
り
。魚

覈
観
奢
を
神
体
と
す
。
こ
れ
は
昔
回
国
の
行
看

持
来
り
、
境
内
の
古
松
の
下
に
置
き
去
り
、
遂

に
又
釆
ら
ず
。
後
社
を
建
て
氷
川
に
杞
る
と
言

う
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。神
社
の
御
神
体
か
仏

様
と
い
う
の
は
変
な
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
か
、

明
治
以
前
は
当
り
前
と
受
け
と
ら
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
本
地
垂
迹
説
で
*
印
度
に
起
っ
た
仏
様

が
日
本
で
は
神
様
と
し
て
現
れ
る
と
言
う
考
え

方
で
あ
る
。
神
仏
習
合
と
も
言
っ
て
江
戸
時
代
に

は
特
に
こ
う
し
た
儻
仰
が
強
く
、
神
仏
は
一
体
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

寺
の
境
内
に
地
主
神
を
杞
る
神
社

が
あ
っ
た

り
、
神
社
内
に
仏
塔
の
あ
る
景
は
今
も
見
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
氷
川
神
社
は
、
社
伝
に
よ
る
と
元
禄
四
年

(一
六
九
〇
)
の
劃
股
と
言
う
。
長
円
寺
と
境
を

接
し
て
鎮
座
し
て
い
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
偉
仰

の
粢
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
元
よ
り
当
社
は
大
宮

氷
川
神
社
か
ら
の
遷
座
で
あ
り
、
爾
来
三
百
年
町

内
の
鏑
守
を
は
た
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

当
社
に
は
都
内
で
も
珍
ら
し
い
組
立
式
の
大
山

車
(
だ
し
)
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
山
車
は
三
一

か
ら
成
り
、
下
は
お
は
や
し
舞
台
、
申
は
回
廊
式

舞
台
で
、
松
に
鶴
の
ど
ん
帳
が
下
が
り
、
上
都
に

は
静
御
前
の
舞
姿
人
形
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
高
さ

七
・
五
メ
ー
ト
ル
と
言
う
か
ら
丁
度
二
階
家
の
楝

に
と
ど
く
大
き
さ
で
あ
る
。
明
治
五
年
九
月
に
渣

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、
も
早
百
年
昔
の
も
の
で
あ

る
。
明
治
二
十
二
年
憲
法
発
布
の
お
祝
い
は
、
町

内
を
巡
宰
し
た
と
言
う
が
、
そ
の
後
は
専
ら
飾
り

山
車
と
し
て
展
示
さ
れ
た
。
最
近
で
は
昭
和
=
{十

九
年
九
月
の
祭
礼
に
、
久
方
振
り
に
町
民
と
対
面

し
た
。
そ
の
時
の
お
仮
屋
の
屋
根
が
九
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
と
あ
っ
て
、
さ
す
が
の
千
住
'
子
も
余
り

の
大
き
さ
に
肝
を
つ
ぶ
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
は
解
体
さ
れ
て
神
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る

が
、
と
に
角
区
内
は
匐
ろ
か
、
都
内
に
も
数
少
い

貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
又
い
つ
お
目
に
か
か
れ

る
か
楽
し
み
に
待
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

大
き
い
こ
と
が
好
き
な
の
が
四
丁
目
気
質
か
当

社
の
嶬
(
の
ぼ
り
)
が
、
こ
れ
又
ば
か
で
か
い
。

宝
一

二
年
(
一
七
五
二
)
の
二
携
は
長
さ
十
五

メ
ー
ト
ル
。そ
れ
よ
り
や
や
小
さ
い
の
が
文
化
十

四
年
(
一
(
一
七
)
亀
田
鵬
斉
筆
の
も
の
で
あ
る
。

お
祭
に
こ
の
大
峨
を
立
て
る
と
、遥
か
浅
草
か

ら
見
え
た
と
言
う
か
ら
大
き
さ
も
う
な
ず
け
る
わ

け
で
あ
る
。そ
れ
だ
け
に
こ
の
鱶
を
立
て
る
こ
と

は
、
今
素
人
に
は
手
に
負
え
な
い
の
で
矢
張
り
神

庫
に
納
め
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
社
殿
裏
手
の
納

屋
に
、
大
柱
を
は
じ
め
木
組
の
角
材
が
ぎ
っ
し
り

納
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
押
殿
横
の
別
殿
中
央
に
杞
ら
れ
て
い
る
の

が
、
高
正
天
満
官
で
あ
る
。(
こ
の
項
つ
づ
く
)
　

写
真
は
氷
川
神
社
に
あ
る
大
山
車

(
村
田
守
保
氏
提
供
)

―
―
五
年
年
金
―
―

申
込
期
限
は
三
月
三
十
日

加
入
は
お
早
目
に

さ
き
の
国
民
年
金
法
の
改
正
で
、
い

ま
ま
で
い
ず
れ
の
年
金
に
も
は
い
っ
て

い
な
か
っ
た
ご
年
配
の
方
か
加
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
年
金
は
、
一
般
に
「
五
年

年

金
」と
呼
ば
れ
、
萃
年
間
保
険
料
を
納

め
る
と
一
年
に
九
万
六
千
円
が
生
涯
受

け
ら
れ
ま
す
。

以
前
に
も
十
年
年
金
及
ぴ
五
年
年
金

の
申
込
み
を
お
受
け
し
ま
し
た
が
、
そ

の
と
き
に
何
ら
か
の
理
由
で
加
入
で
き

な
か
っ
た
方
に
こ
ん
ど
加
入
し
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

保
険
料
を
納
め
る
の
は
、昭
和
五
十

年
六
月
三
十
日
ま
で
で
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
と
り
あ
え
ず
期

限
に
お
く
れ
な
い
よ
う
に
ぜ
ひ
加
入
さ

れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

ご
年
配
の
方
に
と
っ
て
、こ
れ
が
最

後
の
加
入
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

▽
加
入
で
き
る
方

○
明
倥
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治

四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

○
以
前
に
十
年
年
金
ま
た
は
五
年
年
金

に
加
入
し
た
こ
と
が
あ
り
、
途
中
で

や
め
た
ま
ま
の
方

※
た
だ
し
、つ
き
の
方
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

現
に
国
民
年
金
や
、
厚
生
年
金
、
共

済
組
合
な
ど
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
。

国
民
年
金
弋

厚
生
年
金
、
共
済
組

合
な
ど
の
公
的
年
金
か
ら
老
齢
(
退
職
)

年
金
、
通
算
老
齢
(
退
職
)
年
金
な
ど

を
受
け
て
い
る
万
、
お
よ
ぴ
こ
れ
ら
の

年
金
を
受
け
る
賢
格
の
あ
る
方

▽
加
入
申
込
期
限

昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

▽
加
入
申
込
場
所

区
役
所
S
民
年
金
課
(
二
階
)

※
な
お
、
申
込
み
に
は
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
い
ま
ま
で
に
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、加
入
期
間

を
し
ら
べ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
保
険
料

一
か
月
　
九
百
円
(
五
年
分
、
五
万

四
千
巴

▽
納
め
る
期
間

昭
和
四
十
五
年
六
月
か
ら
五
年
間

▽
納
め
る
期
限

昭
和
五
十
年
六
月
三
十
日
ま
で

▽
納
め
る
方
法

お
送
り
す
る
納
付
一

に
よ
っ
て
銀
行

ま
た
は
郵
便
局
な
ど
へ
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
六
月
分
か
ら
昭
和
四

十
九
年
三
月
分
ま
で
の
保
険
料
(
四
万

一
千
四
百
円
)
は
、昭
和
五
十
年
六
月

ま
で
の
閭
に

】括
ま
た
は
分
割
し
て
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
分
の
保
険
料
に
つ
い
て

お
困
り
の
方
は
ご
相
映
く
だ
さ
い
。

▽
受
け
ら
れ
る
年
金
額
と
受
給
要
件

○
年
金
額

九
万
六
千
円
(
月
額
八
千
円
)

○
受
け
ら
れ
る
条
件

か
け
金
を
納
め
終
え
た
と
き
(
こ
の

と
き
に
嘴
六
十
五
歳
未
膺
の
方
は
六
十

五
歳
に
な
っ
た
と
き
)
か
ら
生
涯
支
給

さ
れ
ま
す
。

部
落
問
題
の
理
解

の
た
め
に
 
 
(
3
0
)

部
落
解
放
運
動
の
歴
史
⑭

狭
山
裁
判
に
お
け
る
不
当
な
差
別

と
偏
見
は
、石
川
さ
ん
の
み
に
向
け

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。私
遲
部
落

民
す
べ
て
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

都
落
解
放
同
盟
は
、
全
国
各
地
の

部
落
に
あ
る
同
様
の
体
験
を
か
み
し

め
、こ
の
間
題
を
老
人
、子
供
、婦
人
、

青
年
の
す
べ
て
に
自
分
の
問
題
と
し

て
立
ち
上
る
こ
と
を
訴
え
て
き
た
。

そ
し
て
今
、獄
中
で
の
石
川
さ
ん

自
身
の
闘
い
に
応
え
て
、差
別
裁
判

反
対
の
署
名
が
空
前
と
い
わ
れ
る
二

百
万
名
に
及
び
、
百
を
上
ま
わ
る
公

正
裁
判
要
求
の
瞋
会
決
轍
が
さ
れ
、

よ
う
や
く
国
民
的
世
論
と
な
り
つ
つ

あ
る
。

無
爽
の
青
年
を
差
別
に
よ
っ
て
死

に
追
い
や
る
こ
と
を
廣
視
す
る
こ
と

は
、
私
達
部
落
民
に
対
す
る
非
人
間

的
な
し
う
ち
を
認
め
る
こ
と
で

あ

り
、
同
時
に
、
国
民
一
人
一
人
の
生

活
と
権
利
を
、
権

力
者
が
、
意
の

ま
ま
に
犯
し
て
ゆ
く
人
間
不
在
の
政

治
や
裁
判
を
許
す
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。都

落
差
別
と
の
闘
い
は
、人
間
ら

し
く
生
き
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
人

々
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

(
都
落
解
放
同
盟
足
立
支
都

(
五
〇
-
七
七
六
九
)

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

東
京
都
労
働
基
準
局
で
は
、都
内
全

域
の
労
働
者
を
包
括
す
る
「
地
域
別
最

低
賃
金

」を
決
定
・
公
示
し
、昨
年
十

二
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
足
立
区
に
も
当
然
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
最
低
賀
金
の
額
は
、

一
日
一
四
五
〇
円
、
た
だ
し
、一
日
の

所
定
労
働
時
間
が
一
般
労
働
者
の
労
働

時
間
の
三
分
の
二
以
下
の
者
に
つ
い
て

は
、
一
時
間
一
(
一
円
二
五
銭
で
す
。

こ
の
「
地
域
別
最
低
賀
金
」の
ほ
か

に
、従
来
か
ら
あ
っ
た
「
食
料
品
製
造

業
」の
最
低
賃
金
は
一
日
一
六
〇
〇
円

「
出
版
・
印
刷
・
同
関
連
産
業
」と
「
機

械
金
属
製
品
等
製
造
業
」
は
一
七
〇
〇

円
、
「
自
動
車
整
備
業
」
は
一
六
四
ぺ
‥
)

円
に
額
の
改
正
か
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
足
立
労
働
基
串
監
督

署
(
　

八
(
二
-
一
一
(
七
)
へ
お
た

一
す
ね
く
だ
さ
い
。

健
康
な
お
年
寄
り
の
方
へ

健
康
な
お
年
寄
り
の
方
が
明
る
い
環

墺
で
、
楽
し
く
働
ら
く
場
所
と
し
て
都

立
授
産
楊
が
あ
り
ま
す
。
ご
見
学
の
う

え
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
西
加
平
授
産
場
(
足
立
区
斉
井
四
-

二
七
-
一
一
　
　

八
八
九
-
○
六
(

一
)
　
　
仕
事
の
内
容
-
碓
に
も
で
き

る
文
具
・
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
組
立
、

都
品
の
袋
詰
等

□
足
立
授
産
場
(
足
立
区
千
住
元
町
三

四
-
一
　
　
(
(
一
一
五
五
四
(
)

仕
事
の
内
容
-
箱
折
り
、箱
組
立
、

ペ
ー
パ
ー
袋
詰
等

応
急
小
口
資
金
改
正

賃
付
限
度
額
が
三
万
円
か
ら
五

万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
区
役
所
援
護
係
へ

ど
う
ぞ
。

たばこは区内で賈いましょう

昨年度は

9億6千万円た

ばこ消費税が区に

はいり

ました

本年度は1本に76銭が区にはいります

国
保
の
豆
知
識

あ
な
た
は
…
…

国
保
に
…
…

は
い
っ
て
い
ま
す
か

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保
険
の

考
え
に
よ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
次
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
を
除
き
、
す
べ
て
の
方
が
加
入
し
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

<
国
保
に
加
入
で
き
な
い
方
>

畷
場
の
健
康
保
険
・
日
雇

健
康

保

険
・
各
種
国
民
健
康
保
険
組
合
・
船

員
保
険
・
各
種
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
方

退
職
な
ど
で
輯
場
の
健
康
保
険
を
ぬ

け
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
区
役
所

国
民
健
康
保
険
課
か
出
彊
所
で
・
"保
加

入
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

'

問
い
兪
わ
せ
は
、
区
役
所
国
保
課
へ
。

老
人
集
会
所
オ
ー
プ
ン

―
―
千
住
龍
田
町
―
―

区
で
は
、
お
年
寄
り
が
く
つ
ろ
げ
る

場
と
し
て
コ

二
月
二
十
三
日
か
ら
千
倖

醺
田
町
老
人
集
会
所
を
関
設
し
ま
す
。

集
会
所
に
は
、
囲
碁
、
将
棋
な
ど
も

備
え
ら
れ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
グ

ル
ー
プ
活
助
に
大
い
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

都
屋
の
広
さ
は
、
三
十
六
畳
敷
き
、

建
物
の
構
造
は
鉄
骨
造

り
(
プ
レ
(

ブ
)

、
一
階
ピ
ロ
テ
ィ
式
。

場
所
は
、
千
住
龍
田
町
六
―
二
二

千
住
龍
田
町
児
童
遊
園
内
に

あ
り
ま

す
。お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

■

区

民

教

養

講

座

区
教
青
委
員
会
で
は
区
民
の
文
化

教
養
を
高
め
る
た
め
、
次
に
よ
り
講

座
を
開
き
ま
す
。

○
テ
ー
マ

「
安
藤
広
重
に
つ
い
て
」

―
―
俘
世
絵
の
は
な
し
―
―

○
日

時

三
月
二
十
三
日
(
土
)
　

午
後
二
時
か
ら

○
場
所
　
区
教
青
セ
ン
タ
ー
(
東

武
竹
の
塚
駅
東
口
下
車
三
分
)

○
講

師
　
国
会
図
一

館
人
文
課
長

鈴
木
重
三
氏
(
浮
世
絵
研
究
家
)

○
入
所
無
料
で
す
。

■
区
営
運
動
場

貸
出
し
開
始
日
を
変
更

現
在
、
野
球
場
は
毎
月
十
六
日
、

疝
球
場
は
毎
月
月
末
に
そ
れ
ぞ
れ
翌

月
分
の
使
用
申
聊
の
受
付
け
を
開
始

し
て
い
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
に
変

更
に
な
り
ま
す
。

野
球
場
=
・
毎
月
十
二
日
に
翌
月
分
を

庭
球
場
・
排
球
場
=
・
毎
月
二
十
二
日

に
翌
月
分
を

実
施
期
日
　
五
月
分
抽
遇
日
か
ら
行

な
い
ま
す
。
従
っ
て
、
野
球
場
は

四
月
十
二
日
、
庭
球
場
は
四
月
二

十
二
日
に
な
り
ま
す
。

時
間
　
従
来
ど
お
り
。(
野
球
場
は
午

前
九
時
、
庭
球
場
・
排
球
楊
は
午

前
(
時
三
十
分
に
行
な
い
ま
す
)

陸
上
竸
技
場
・
弓
道
場
・
相
撲
場
に

つ
い
て
は
、
区
教
育
委
員
会
体
青
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

■
区
職
員
募
集

▽
職
種
-
保
健
婦
ま
た
は
看
慶
婦

▽
勤
務
先
-
区
立
保
青
園

▽
職
務
内
容
-
保
育
圜
零
歳
児
保
青

▽
身
分
-
正
規
微
貝

▽
紿
料
-
都
の
規
定
に
串
す
る

▽
募
集
人
員
-
若
千
名

▽
採
用
予
定
日
―
五
月
一
日

希
望
者
は
履
歴
一

一
通
を
四
月
五

日
(
厳
守
)
ま
で
に
、
区
役
所
人
事

第
一
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
一
日
生
活
教
室

都
洌
賢
者
セ
ン
タ
ー
江
東
支
所
で

一
は
、
次
の
と
お
り
一
日
生
活
教
室
全

一
闘
催
し
ま
す
。

日
時
と
テ
ー
マ
ー
三
月
二
十
日
(
水
)

・
儕
い
や
す
い
家
庭
塗
料
の
知
識

三
月
二
十
七
日
(
水
)
・
せ
ま
ら

れ
る
生
活
意
識
の
転
換
(
物
価
高

に
対
応
し
て
)
　

時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
一
時
半
I
二
時
半

場
所
I
洌
賢
者
セ
ン
ター
江
東
支
所

申
込
方
法
-
直
接
ま
た
は
一
晒
で
次

の
と
こ
ろ
へ
。

東
京
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー
江
東
支

所
(
墨
田
区
江
東
橋
四
丁
目
二
六一

五
)
錦
糸
町
駅
前
江
東
デ
パ
ー
ト
三

階
　
　

六
三
五
I
○
九
一
四

■
子
ど
も
映
画
会

日
時
　
三
月
二
十
一
日
(
木
)
午
前
十

一
時
・
午
後
一
時
三
十
分
の
二
回

場
所
　
W

年
館
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ー
ン

ホ
ー
ル
(
東
武
大
師
前
駅
下
車
)

内
容
　
浸
画
映
画

※
入
場
無
料

■
節
水
コ
マ

無
料
で
差
し
あ
げ
ま
す

節
水
コ
マ
は
、
蛇
口
か
ら
の
水
の

出
を
自
助
的
に
祠
節
す
る
も
の
で
、

炊
事
や
洗
面
な
ど
水
を
流
し
た
ま
ま

便
・つ
時
、
知
ら
す
知
ら
ず
の
う
ち
に

水
の
節
約
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
ご
家
庭
で
も
、
ぜ
ひ
節

水
コ
マ
を
お
取
付
け
く
だ
さ
い
。

節
水
コ
マ
は
、
水
遭
局
の
支
所
・

営
業
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
都
立
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

募
集
科
目

昼
間
郎
-
機
槻
技
術
・
塗
装
技
術

・
I
気
工
事
・
経
理
事
務

夜
間
都
I
テ
レ
ビ
技
術
・
自
助
一

聾
備
技
術
・
ト
レ
ー
ス
・
機
械

技
術
・
木
工
技
術
・
塗
装
技
術

募
集
期
限
-
三
月
二
十
五
日
(
月
)

訓
練
期
間
一

一
年
・
経
理
事
務
は
六

か
月

応
募
資
格
-
義
務
教
育
修
了
者

選
考
日
1
昼
夜
共
三
月
二
十
九
日

(
金
)

特
典
-
授
業
料
・
教
材
賢
無
料
、
就

嗽
の
あ
っ
せ
ん
、
失
業
保
険
受
給

賢
格
者
は
馴
練
中
支
給

申
込
み
・
問
い
會
わ
せ
先
-
都
立
足

立
高
等
職
業
馴
練
校
(
足
立
区
綾

瀬
五
丁
目
六
-
一
)

六
〇
五
-
六
一
四
六

ま
た
は
、
最
寄
り
の
公
共
廠
業
安

定
所
へ
。

■ 毎月第3 日曜日は「家庭の日」 ■ 「緑の羽根」募金運動にご協力を T・Y　208, 000


